
  

 

自 治 行 政 学 科 履 修 案 内 

（2014年度入学者から適用） 

 

【カリキュラムの特色と履修の心構え】 

1995年度に設置された自治行政学科では，環境問題，まちづくり，社会福祉等の地域的課題への対処に関して基本的

素養と生きた知識をあわせ持つ人材を，地域社会や自治体，企業等へ送り出すことを目標としています。そこで，行政

法，自治体法，行政学等々，行政と地方自治の基本原理を解明する基礎的な科目と並んで，関連する様々な法領域を再

編成した先端的な分野である，環境法，防災法，社会保障法等々，現実の政策課題を探究する科目を置いています。 

また，例えば「自治体法」と「地方自治論」というように，同じ政策課題に対して異なる学問的アプローチをとるこ

とで，法律一辺倒ではない複眼的かつ柔軟な思考が身につくよう配慮しています。 

さらに，政策過程の現場の生きた知識を授業内容に反映させるため，「環境行政特論」，「まちづくり行政特論」，「消費

生活行政特論」等，実務経験者らによる特論科目も設置しています。 

本学科ではコース制は導入していませんが，次のような三つの履修モデルを用意し，公務員を目指す人に必要とされ

る基本的知識はもちろん，地域をとりまく諸課題についても知見を得ることができ，各人の問題関心や進路に応じた体

系的な学修が行えるよう配慮しています。また，これらのモデルは，地域自治を担う人材に必要な基礎的能力を身につ

けたうえで，発展的・専門的な知識を学べるような構成になっています。 

モデルⅠは，環境問題に関心を持ち，公務員，環境関連の企業・団体等の業務分野を志望する人を対象とするモデル

です。 

モデルⅡは，まちづくりに関心を持ち，警察・消防を含む公務員，まちづくりや防災にかかわる企業・団体等の業務

分野を志望する人を対象とするモデルです。 

モデルⅢは，社会保障に関心を持ち，公務員，福祉関連団体や人事労務管理職等の業務分野を志望する人を対象とす

るモデルです。 

みなさんは，日頃から自らの問題関心を深め，それに合った進路を自覚的に選び，上記の履修モデルを参考にしなが

ら自分の将来計画に沿った科目を選択してください。 

なお，英語を重点的に学修して将来に生かしたいと考えている人のために，「法学政治学英語特講」等，英語を集中的

に学ぶことができるクラスが設けてあります。 

 



  

 

【各授業科目区分の概要】 

学
科 

授業科目区分 概  要 

Ｆ Ｙ Ｓ 

外国語科目 

人文の分野 

社会の分野 

自然の分野 

共
通
基
盤
科
目 

人間形成 

の分野 

共
通
教
養
科
目 

共通テーマ 

科目 

専攻科目を学ぶための基盤・前提として，市民あるいは専門職業人としての幅広い教養を

培うことをねらいとする科目群 

Ａ群科目 法学・政治学や自治行政を学ぶうえでもっとも重要かつ基本的な科目群 

法学・政治学や自治行政を学ぶうえでより重要な科目群で，主に次のような内容のもの 

 ① 法学の基礎的な知識や考え方を学ぶためのもの 

 ② 政治学・行政学の基礎的な知識や考え方を学ぶためのもの 

 ③ 政策過程の現場の生きた知識を学ぶためのもの 

Ｂ群科目 

 ④ 少人数の演習形式により，法学・政治学の基礎的な素養を身につけるためのもの 

Ｃ群科目 法学・政治学や自治行政をより専門的に学ぶための科目群で，主に次のような内容のもの

法学部 

ゼミナール 

少人数の演習形式により，法学・政治学・行政学の専門的な知識・技能を身につけるため

のもの 

法学政治学 

英語特講 
少人数の演習形式により，英語力を集中的に身につけるためのもの 

 

その他 法学・政治学・行政学の専門的・応用的な知識を学ぶためのもの 

自
治
行
政
学
科 

専
攻
科
目 

関 連 科 目 他学部設置の法学・政治学の隣接科目および「情報処理」 



  

 

【履修モデル】 

① モデルⅠ［環境法政型］ 
環境問題に関心を持ち，公務員，環境関連の企業・団体等の業務分野を志望する人を対象とするモデルです。 

 
(2014年度入学者から適用） 

科 目 区 分 授  業  科  目  名 

共通基盤科目 
ＦＹＳ（必修），英語（必修），倫理学Ⅰ・Ⅱ，社会学Ⅰ・Ⅱ，政治学Ⅰ・Ⅱ，経済

学Ⅰ・Ⅱ，環境科学Ⅰ・Ⅱ，人文地理学Ⅰ・Ⅱなど 

共
通
教
養
科
目 

共通テーマ科目 公共の新しいかたちをもとめてⅠ～Ⅲなど 

Ａ 群 科 目 

憲法Ⅰ～Ⅳ，民事法入門，刑事法入門，政治学入門，現代社会と法，民法基礎Ａ～Ｃ，

日本政治，基本行政学，応用行政学，行政法Ⅰ・Ⅱ，自治体法Ⅰ・Ⅱ，環境法Ⅰ・Ⅱ，

地方自治論Ⅰ・Ⅱ，公共経営論，自治体経営論など 

Ｂ 群 科 目 

法学部入門演習，法学部基礎演習Ⅰ・Ⅱ，刑法Ⅰ～Ⅳ，環境行政特論，地域国際協力

特論，まちづくり行政特論，防災行政とまちづくり，防災法・危機管理法，政策過程

論，公務員制度論など 

専
攻
科
目 

Ｃ 群 科 目 
法学部ゼミナールⅠ～Ⅲ，民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，国際法Ⅰ～Ⅳ，法

社会学Ⅰ・Ⅱなど 

 

② モデルⅡ［まちづくり型］ 

まちづくりに関心を持ち，警察・消防を含む公務員，まちづくりや防災にかかわる企業・団体等の業務分野を志望す

る人を対象とするモデルです。 
 
(2014年度入学者から適用） 

科 目 区 分 授  業  科  目  名 

共通基盤科目 
ＦＹＳ（必修），英語（必修），社会学Ⅰ・Ⅱ，政治学Ⅰ・Ⅱ，経済学Ⅰ・Ⅱ，環境

科学Ⅰ・Ⅱ，人文地理学Ⅰ・Ⅱ，建築と都市Ⅰ・Ⅱなど 

共
通
教
養
科
目

共通テーマ科目 公共の新しいかたちをもとめてⅠ～Ⅲなど 

Ａ 群 科 目 

憲法Ⅰ～Ⅳ，民事法入門，刑事法入門，政治学入門，現代社会と法，民法基礎Ａ～Ｃ，

日本政治，基本行政学，応用行政学，行政法Ⅰ・Ⅱ，自治体法Ⅰ・Ⅱ，環境法Ⅰ・Ⅱ，

地方自治論Ⅰ・Ⅱ，地方財政論Ⅰ・Ⅱ，公共経営論，自治体経営論など 

Ｂ 群 科 目 

法学部入門演習，法学部基礎演習Ⅰ・Ⅱ，刑法Ⅰ～Ⅳ，環境行政特論，地域国際協力

特論，まちづくり行政特論，防災行政とまちづくり，防災法・危機管理法，都市政策

論Ⅰ・Ⅱ, 政策過程論，公務員制度論など 

専
攻
科
目 

Ｃ 群 科 目 
法学部ゼミナールⅠ～Ⅲ，民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，国際法Ⅰ～Ⅳ，不

動産法実務，刑事政策，少年法など 

 

③ モデルⅢ［社会保障型］ 

社会保障に関心を持ち，公務員，福祉関連団体や人事労務管理職等の業務分野を志望する人を対象とするモデルです。 
 
(2014年度入学者から適用） 

科 目 区 分 授  業  科  目  名 

共通基盤科目 
ＦＹＳ（必修），英語（必修），倫理学Ⅰ・Ⅱ，社会学Ⅰ・Ⅱ，社会心理学Ⅰ・Ⅱ，

政治学Ⅰ・Ⅱ，経済学Ⅰ・Ⅱ，ジェンダー論Ⅰ・Ⅱなど 
共
通
教
養
科
目

共通テーマ科目 公共の新しいかたちをもとめてⅠ～Ⅲなど 

Ａ 群 科 目 

憲法Ⅰ～Ⅳ，民事法入門，刑事法入門，政治学入門，現代社会と法，民法基礎Ａ～Ｃ，

日本政治，基本行政学，応用行政学，行政法Ⅰ・Ⅱ，自治体法Ⅰ・Ⅱ，社会保障法Ⅰ・

Ⅱ，地方自治論Ⅰ・Ⅱ，地方財政論Ⅰ・Ⅱ，公共経営論，自治体経営論など 

Ｂ 群 科 目 
法学部入門演習，法学部基礎演習Ⅰ・Ⅱ，刑法Ⅰ～Ⅳ，地域国際協力特論，まちづく

り行政特論，消費生活行政特論，政策過程論，公務員制度論,労働法Ⅰ・Ⅱなど 

専
攻
科
目 

Ｃ 群 科 目 
法学部ゼミナールⅠ～Ⅲ，家族法，民事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，刑事訴訟法Ⅰ・Ⅱ，国際法Ⅰ

～Ⅳ，会社法Ⅰ・Ⅱ，消費者法Ⅰ・Ⅱ，ジェンダーと法など 
 


